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（１）認めることほめること
　子どもたちは、どの子も違って、どの子もそれぞ
れの良さと可能性を持っています。早くから発揮
する子もいれば、ゆっくりの子もいます。そうした
一人一人の、小さな変化を見逃さず、認めることと
ほめることによって、大きく伸ばしていきます。

（２）あいさついっぱいの恵那北に！

　年間を通しての重点目標の一つとして、「明るい
あいさつの飛びかう恵那北小学校」を目指していま
す。児童会ではオアシス（おはよう・ありがとう・
しつれいします・すいません）運動、学年ごとでも
いろいろな取り組みを行い「元気いっぱいのさわや
かあいさつ」ができるようになりました。

（３）心豊かに読書活動
　地域の方・保護者・職員による読み聞かせ活動、
広がり・こだわり読書や読書まつりなどを行ってい

ます。図書委員会や保護者
による読み聞かせも人気が
あります。読書まつりの感
想では、「学年が上がるにつ
れ、せりふもはっきり言え
るようになり、成長したな

あとうれしくなりました」「クラスのみんなと一つ
の事をやり遂げた満足感、達成感というものを感じ
取ってくれたことと
思います」など、学校
への温かい支援の言
葉もたくさんいただ
いています。

（４）縦割り活動
　１年生から６年生までの縦割りの「なかよしグ

ループ」での活動を大切
にしています。掃除、な
かよし遊び、児童会行事
など、６年生が中心にな
りながら下学年への指導
をしています。

（５）人間性豊かに交流活動
①恵那特別支援学校

　３・４年生、ほほえみ学級が、恵那特別支援学校
と交流しています。新聞紙を
細かくちぎってかけ合った
り、輪を使って遊んだりなど、
一緒に遊ぶことを通して交流
を深めています。相手への思
いやり、人への接し方も学んでいます。

②たんぽぽ作業所

　５・６年生、ほほえみ学級が、たんぽぽ作業所を
訪問し、シイタケの原木運びなど
を一緒にさせてもらいます。障
がいのある方々のことを理解し、
共に社会に生きる仲間としての
意識が、少しは芽生えてきたので
はないかと感じています。

③半田市立亀崎小学校

  愛知県半田市の亀崎小学校との交流を続けていま
す。互いの学校や地域
を訪問し、学校紹介や
ゲーム、マレットゴル
フなどで親睦を深めた
り、互いの地域を学ん
だりして交流を続けて
います。

《あかるく、いつも、さわやかに、つづけよう》

どの子にも、自分の目当てや夢を持ってほしい、
そしていっぱい宝物を見つけて「進んでできる子」になり、
「恵那北大好きスクール」にしていきたいと思っています
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恵那北小学校
児童数　１０６人　学級数　７学級
恵那市長島町久須見１７７番地１
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『ふるさと恵那北大好きスクール』を目指して

▲なかよしグループ

▲図書委員の読み聞かせ

▲

読
書
ま
つ
り

▲恵那特別支援学校

▲たんぽぽ作業所

▲マレットゴルフ


